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床タイルのひび割れを軽減するため，常温アスファルト合材(以下，常温 ASとする)を下地とした大形床タイル張
り工法の研究が行われている。そこでタイル寸法と温水浸せき処理が耐衝撃性・耐静荷重性に与える影響と，常
温 ASの放散物質量とにおいの評価を行った。本研究の結果，600mm角の供試体では300mm角の供試体と同等以
上の耐衝撃性・耐静荷重性を持ち，温水浸せき処理をした常温 AS下地と浮きを有するモルタル下地は，同程度の
耐静荷重性を持つことを確認した。放散物質量の評価では，アルデヒド類の放散量が多く低減方法の検討が必要
であると確認した。放散量の多いアルデヒド類を低減することでにおいの不快を緩和できる可能性がある。


